






結語 

健常乳児の潜在性 VK 欠乏状態を把握するために,HpT テストおよび Latex 凝集法を用いた

PIVKA ｰⅡの測定により検討した。 

健常 1ヵ月乳児の PIVKA-Ⅱ出現率は 1.0μg/ml以上 2.7%であった。栄養法別の出現率には

有意差がみられなかった。 

種々の組合せのVK2シロップの投与を行ないPIVKAｰⅡ出現率を検討したところ,0.8～4.1%

と非投与群との間に有意差はみられなかった。 

HpT テストと PIVKA-Ⅱを同時に測定したところ,PIVKA ｰⅡ陽性,HpT 低値のものが

0.2%,PIVKA ｰⅡ陽性,HpT 正常のものが 2.6%,PIVKA-Ⅱ陰性,HpT 低値のものが 0.6%,PIVKA-

Ⅱ陰性,HpT 正常のものが 96.6%にみられた。 

PIVKA-ⅡとHpTテストを併用することは,ビタミンK欠乏状態をより正確に把握し,VK予防

投与法に有用な指針を与えるものと思われる。 

栄養法別,ビタミン K 投与法別に HpT 値 PIVKA ｰⅡの発生率に有意差は得られなかったが,

今後更に症例を重ねて検討する予定である。 


